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蔵王 蔵王温泉スキー合宿 Ｎｏ．０４０ 

 

スキースクールで優秀な（？）成果をあげてきた加藤にスキーを教わることになった。往復とも夜行、現地四

日間の二人だけのスキー教室。成果は上っただろうか？ 

 

昭和 40年１月 31日 

上野発２０時２８分、スキークーポン列車にて出発。がら空き。 

 

昭和 40年 2月１日 

山形５時５１分着、バスで蔵王温泉に６時５０分着。蔵王山のホテルにチェックイン。 

朝食後夜行の疲れをとるべく少々昼寝の後ゲレンデに出る。 

歩き方、ターンのしかたからデラパージュ、直滑降、斜滑降、プフルークボーゲンまで。 

加藤はスキーを折り、貸しスキーに変更。 

 

昭和 40年 2月 2日 

昨日習った最低技術を駆使して頂上から下ってみる。 

ロープウェイで山頂へ。ザンゲ坂のアイスバーンではまったく思うようには進めず、樹氷に頭を突っ込みなが

ら下山。アイスバーンでさえなければ何とかなるのに・・・・・・・。 

午後は吹雪のため宿に戻り休養。地蔵岳へ登った二人が帰ってこないと騒いでいるが、遭難か？ 

 

昭和 40年 2月 3日 

行方不明の二人は雪洞の中で一夜を過ごし、救出された模様。 

午前中は下のゲレンデで復習、午後はロープウェイでドッコ沼に

登り、大平コースを滑降して下山。 

結構うまくなったような気がする。 

 

昭和 40年 2月 4日 

頂上へ行く予定だったが天気がよくないため中止。横倉、上の台

のゲレンデを行ったり来たりして一日をつぶした。 

風呂に入って汗を流し、１８：００のバスで出発。山形駅着は１８時５０分。 

四日間を費やした甲斐があったかどうかわからないが、まずは旅の終わり。 

山形発２０時１３分（約１０分遅れ）。吹雪と津波（＊註）で列車のダイヤが狂っている。 

 

昭和 40年 2月 5日 

上野着４：１０  総費用 ９,７６４円 

金がかかりすぎる遊びだ。適当に技を身に付けたらさっさとゲレンデから足を洗い、人っ子一人いない雪山

に新しいシュプールを描く、と行きたいところだが、まだまだ技の方は・・・・？ 

以上 

＊註：1965年 2月 4日の地震 

 アリューシャン列島のラット諸島近海を震源とするＭ8.7 の地震が発生。 

 

（修正・更新：2023年 10月） 


